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１．研究計画の概要 

微妙な加減と作業者同士の阿吽の呼吸と
の双方が必要とされる作業（微妙な加減を要
する作業を作業者自身が行っている際に協
働作業者が例えば「もっと強く」等といった
程度副詞を用いて指示を出し，作業者はその
指示に従って作業状態や加減を変えること
で，作業目標に近付けていこうとするような
作業のこと）を程度副詞を用いた協働作業と
呼び，本研究の対象としている． 
 本研究は，程度副詞を用いた協働作業の人
的特性，すなわち微妙な加減を要する作業に
おける人的特性を把握した上で，そのような
人的特性に程度副詞がどのように影響する
かを明らかにすることを目標としている． 
 このような目標の下，例えば「力の加減を
要する作業」など 1 種類だけの作業を採り上
げるのではなく，産業プラントにおいて，（運
転，保全を含め）日常的に行われる作業に存
在する作業（例えば，距離の見積もり=距離
の加減を要する作業）の中から複数採り上げ
ることにより，特定の（加減を判断する）感
覚のみの人的特性か，あるいは全ての（加減
を判断する）感覚に共通する特性なのかにつ
いても明らかにする．また，実場面でも適用
することができる特性であるかどうかに関
する考察も行う． 
 以上のように，いくつかの実験を通じて得
られる考察や知見を基にこの種の作業の人
的な特性を体系的にまとめ，作業を円滑に遂
行させるための指針を導くことを最終的な
目的とする． 
 
２．研究の進捗状況 
 上記のような目標の中，平成 21年度まで，

いくつかの感覚について基礎的，応用的な実
験を行ってきた．具体的には，距離の程度（長
さ・距離の目測を要する作業，揺れの程度（揺
れの量の大きさの目測が必要な作業），力加
減の程度，触覚の程度，面積の程度などであ
る．実験方法は，おもに心理物理学的測定で
あるマグニチュード産出および推定法によ
って物理量と心理量（感覚量）との間の関係
を定量的に捉え，その上で，それぞれの程度
副詞を用いると，物理量と心理量との関係か
らどのくらいの隔たりをもって被験者はそ
の「程度」を認識するのかを明らかにする，
というアプローチで行った．さらに，実験で
得られた知見やこれまで得られた成果に基
づく考察をもとに研究者自身が導いた人的
モデルを産業分野に応用すべくいくつかの
企業とディスカッションを行い，実用化への
課題を明らかにするとともに，有用性につい
ても検討した． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進捗している． 
（理由） 
ほぼ当初の計画に沿って研究活動を行って
いるため．  
 
４．今後の研究の推進方策 
平成 22 年度は，昨年度までの研究の成果を
まとめ，程度副詞を用いた協働作業の人的特
性の体系化を行う．程度副詞を用いた協働作
業の人的特性に基づき，この種の作業を円滑
に遂行させるための指針を検討し，構築する．
また構築すべき指針に基づいて作業を遂行
することで，指針に依存しないで遂行された
作業とのパフォーマンスを比較，評価するこ



とで，指針の有用性について検討することを
目標とする．得られた成果を日本人間工学会，
感性工学会などの国内学会，およびヒューマ
ンファクター系の国際学会で発表予定であ
る．また，成果が整理できれば，適宜，原著
論文にて発表予定である． 
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